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卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
開
催

二
〇
一
二
年
度

二
〇
一
一
年
度
事
業
報
告

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１�

総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
、
懇

親
会
等
の
開
催

２
見
学
並
び
に
懇
親
会
へ
の
参
加

　
（
教
育
後
援
会
と
共
催
）

　

�
二
〇
一
一
年
十
月
二
十
五
日

（
火
）
中
之
島
ビ
ッ
グ
ト
ッ
プ

に
て
「
ク
ー
ザ
」
の
鑑
賞
会
並

び
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

で
の
懇
親
会

３�

舞
台
公
演
鑑
賞
会
の
開
催

二
〇
一
二
年
一
月
二
十
四
日

（
火
）
宝
塚
ホ
テ
ル
に
お
い
て

昼
食
懇
親
会
並
び
に
宝
塚
大
劇

場
に
て「
復
活‐恋
が
終
わ
り
、

愛
が
残
っ
た‐」
の
鑑
賞
会

４�

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の

広
報

５
「
会
報
」
の
発
行

２　

学
生
へ
の
助
成
事
業

１�

教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る

援
助

２�

災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る

援
助

二
〇
一
二
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
総
会
を
六
月
二
十
三
日
（
土
）
午

前
十
一
時
か
ら
、
追
手
門
学
院
大
学

一
号
館
三
階
会
議
室
五
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
役
員
・
相
談
役

の
紹
介
、
続
い
て
大
学
関
係
者
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
林
田

会
長
、
三
﨑
学
長
事
務
取
扱
の
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
第

に
従
い
議
事
に
入
り
、
以
下
の
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
事
業
計
画
案

二
〇
一
二
年
度
収
支
予
算
書
案

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３�

入
学
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

４�

卒
業
記
念
品
の
贈
呈
に
対
す
る

援
助

５�

卒
業
生
保
護
者
及
び
卒
業
生
対

象
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大

学
と
共
催

３　

記
念
事
業
活
動

１�

大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業

協
力
へ
の
積
立

４　

大
学
へ
の
助
成
事
業

１�

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
阪
急

茨
木
及
び
大
阪
城
ス
ク
エ
ア
）

へ
の
援
助

２
本
会
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

５　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

１�

新
入
生
保
護
者
歓
迎
の
お
茶
会

「
桜
の
縁
」
の
開
催

二
〇
一
一
年
度
収
支
決
算
書
報
告

及
び
会
計
監
査
報
告

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
役
員
案

役
員
案
が
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ

れ
、
大
野
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
六
月
二
十
三
日
の
総
会
に

お
い
て
、
今
年
度
追
手
門
学
院
大
学
卒

業
生
保
護
者
の
会
会
長
に
選
出
さ
れ
、

務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
大

野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
保
護
者

の
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
会
は
、
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員

と
し
て
、
学
友
会
、
教
育
後
援
会
、
校

友
会
、
そ
し
て
、
教
職
員
方
々
と
交
流

を
深
め
、
一
致
協
力
し
て
、
追
手
門
学

院
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
を
取
巻
く
環
境
は
、

年
を
追
う
毎
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

す
が
、
川
原
理
事
長
・
坂
井
学
院
長
の
下
、

強
力
に
教
学
組
織
改
革
に
取
組
ん
で
お
ら

れ
、
新
し
い
追
手
門
学
院
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
で
社
会
有
為
な
学
生
が
出
て
く
る
こ

と
と
思
わ
れ
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
皆
様
も
ご
存
知
の
様
に
、
超
円
高

を
背
景
に
日
本
経
済
は
深
刻
な
状
況
に
あ

り
、
こ
の
経
済
不
況
は
、
卒
業
生
の
就
職

活
動
に
も
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
以
上
に
強
力
な
支
援
を
必
要
と
し

て
お
り
、
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

と
い
う
側
面
か
ら
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

会
員
の
皆
様
の
直
接
的
な
支
援
を
頂
き
、

少
し
で
も
就
職
活
動
に
寄
与
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
頂

き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
在
学
生
へ
の
助
成
事

業
と
し
て
、
学
生
奨
学
金
助
成
を
行
う
と

供
に
、
会
員
の
懇
親
を
深
め
る
た
め
に
舞

台
観
劇
会
等
、
保
護
者
の
会
の
諸
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
参
加
頂
き

ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
が
、
よ
り

強
い
絆
で
結
ば
れ
、
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
長
年
に
渡
る
多
く
の
支
援
を
継
続

し
、
さ
ら
な
る
発
展
が
で
き
る
よ
う
に

会
の
運
営
を
心
が
け
、
努
力
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
　
大 

野
　
茂

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

総
会
終
了
後
、
食
堂
棟
二
階
に
お

い
て
、
昼
食
会
を
開
催
し
、
会
員
同

士
の
懇
親
を
図
り
ま
し
た
。
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　　　2011年度　決算書　2011年４月１日～2012年３月31日まで　　（単位：円）

科　　目 2011 年度予算 2011 年度決算 差　　異 備　　考

会 費 収 入 13,000,000 13,700,000 △ 700,000 卒業者 @10,000 × 1,370 名

会 員 研 修 参 加 費 1,470,000 1,752,000 △ 282,000 10/25 後援会見学懇親会費 52 名　1/24 見学懇親会費（｢ 宝塚歌劇団 ｣ 鑑賞会）78 名（含む学内者 7 人）

受 取 利 息 5,000 2,592 2,408 預金利息

災 害 援 助 基 金 取 崩 0 0 0

当 年 度 収 入 合 計 14,475,000 15,454,592 △ 979,592

前 年 度 繰 越 金 20,073,223 20,073,223 0

収 入 の 部 合 計 34,548,223 35,527,815 △ 979,592

会 員 研 修 費 2,000,000 2,174,671 △ 174,671 7/9 学院後援会の集い会費 3 名、10/25 後援会見学懇親会旅行費、1/24 見学懇親会（｢ 宝塚歌劇団 ｣ 席券）等

会 議 費 100,000 57,750 42,250 6/25 総会 ･ 懇親会お弁当代等

行 事 費 150,000 82,030 67,970 ｢ 桜の縁 ｣ 茶碗 ･ 抹茶・茶菓・お弁当代 ･ アルバイト代等

印 刷 費 450,000 417,280 32,720 名刺、振込依頼票、封筒、ハガキ印刷代、案内状印刷

広 報 費 440,000 303,975 136,025 会報作成費、ホームページ更新代

通 信 費 2,400,000 2,155,635 244,365 郵送料（総会 ･ 会報）等　電報料金代

事 務 費 400,000 357,736 42,264 事務用品 ､ 総会 ･ 会報封入料 ､ 拡大プリント使用料、ラミネートパウチ使用料、目録揮毫等

慶 弔 費 150,000 52,000 98,000 供花代 5 件

雑 費 1,000 10,420 △ 9,420 残高証明発行手数料 ､ 入会辞退者へ会費返金

学 生 奨 学 金 助 成 費 600,000 200,000 400,000 教材支援奨励金受給者への図書カード @10,000×20 名

記 念 品 費 1,450,000 825,400 624,600 クリアブック @328 × 1,650 個 ､ ペンセット @203×1,400 個

サテライトオフィス援助費 3,600,000 3,600,000 0 サテライトオフィス援助費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 事務処理援助費（教育後援会 350 万円・校友会 350 万円）

大学 50周年記念事業協力積立 500,000 500,000 0 大学 50 周年記念事業協力積立金

災 害 援 助 基 金 繰 入 3,000,000 3,000,000 0 災害援助基金繰入

予 備 費 1,000,000 50,000 950,000 鵜鳥神楽への寄付

当 年 度 支 出 合 計 17,441,000 14,986,897 2,454,103

次 年 度 繰 越 金 17,107,223 20,540,918 △ 3,433,695

支 出 の 部 合 計 34,548,223 35,527,815 △ 979,592

　　　2012年度　予算書　2012年４月１日～2013年３月31日まで　　（単位：円）

科　　目 2012 年度予算 2011 年度予算 差　　異 2011 年度決算額 備　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 13,230,000 13,000,000 230,000 13,700,000 保護者の会入会者 1,323 名× 10,000 円（2012 年 3 月卒業生）

会 員 研 修 参 加 費 1,470,000 1,470,000 0 1,752,000 教育後援会主催見学会・懇親会、鑑賞会・懇親会会費

受 取 利 息 5,000 5,000 0 2,592 預金利息

当 年 度 収 入 合 計 14,705,000 14,475,000 230,000 15,454,592

前 年 度 繰 越 金 20,540,918 20,073,223 467,695 20,073,223

収 入 の 部 合 計 35,245,918 34,548,223 697,695 35,527,815

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,000,000 2,000,000 0 2,174,671 教育後援会主催見学会・鑑賞会・学院後援会等費用

会 議 費 100,000 100,000 0 57,750 役員会・委員会・総会費用

行 事 費 150,000 150,000 0 82,030 講演会・桜の縁（お茶会）費用等

印 刷 費 500,000 450,000 50,000 417,280 名刺、振込用紙、封筒・ハガキ印刷代等

広 報 費 440,000 440,000 0 303,975 ホームページ更新、会報作成費等（会員への連絡、活動の理解）

通 信 費 2,400,000 2,400,000 0 2,155,635 郵送料（見学会案内１回、総会案内１回、その他の事務連絡）等

事 務 費 450,000 400,000 50,000 357,736 封入費、事務用品等

慶 弔 費 150,000 150,000 0 52,000 電報、花代等

雑 費 1,000 1,000 0 10,420 残高証明書発行手数料

学 生 奨 学 金 助 成 費 600,000 600,000 0 200,000 教材支援奨励金図書カード @10,000 円× 20 名、災害被害者援助金 @50,000 円 ×8 件

記 念 品 費 1,450,000 1,450,000 0 825,400 入学記念品 1,700 名分×＠ 500　卒業記念品 1,500 名分 × ＠ 400

大阪梅田サテライト援助費 3,600,000 3,600,000 0 3,600,000 大阪梅田サテライト運営費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 1,200,000 事務担当定時職員経費

記 念 事 業 協 力 費 0 0 0 0

大学 50 周年記念事業協力積立 500,000 500,000 0 500,000 大学 50 周年記念事業への協力金積立

災 害 援 助 基 金 繰 入 3,000,000 3,000,000 0 3,000,000

予 備 費 1,000,000 1,000,000 0 50,000

当 年 度 支 出 合 計 17,541,000 17,441,000 100,000 14,986,897

次 年 度 繰 越 金 17,704,918 17,107,223 597,695 20,540,918

支 出 の 部 合 計 35,245,918 34,548,223 697,695 35,527,815
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四
月
一
日
（
金
）
大
学
入
学
式
で
、

新
入
生
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

大
学
の
日
本
文
化
研
修
道
場
で
あ
り

ま
す｢

松
籟
庵｣

（
松
下
幸
之
助
様

ご
寄
贈
）
と｢

将
軍
山
会
館｣
（
学

院
の
歴
史
館
で
も
あ
る
校
友
会
館
）

に
て
、
歓
迎
の
花
見
お
茶
会
「
桜
の

縁
（
さ
く
ら
の
え
ん
）」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
将
来
の
会
員
様
と
ご

縁
を
結
び
、
本
会
の
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
心
を
込
め
て
お
も
て
な
し
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
新
入
生
保
護
者
の
皆
様
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
、
咲
き
誇
る
桜

を
愛
で
な
が
ら
、
お
抹
茶
に
お
茶
菓

子
を
ご
賞
味
頂
き
ま
し
た
。

本
会
と
大
学
教
育
後
援
会
（
在
学

生
保
護
者
の
団
体
）
と
い
う
大
学
を

支
援
す
る
二
つ
の
保
護
者
の
団
体
が

力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ
た
新
入
生
保

護
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
子
様
の
入

学
を
共
に
お
祝
い
し
、
桜
の
取
り
持

つ
縁
（
え
に
し
）
を
大
切
に
す
る
行

事
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
桜
の
縁
」

「
桜
の
縁
」

花
見
お
茶
会

花
見
お
茶
会

開
催
開
催

さ
く
ら
の
え
ん

お
知
ら
せ

　

―

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
最
高
の
演
技
を

シ
ン
ク
ロ
・
チ
ー
ム
日
本
代
表―

　

本
学
国
際
教
養
学
部
の
吉
田
胡
桃
さ
ん

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

　

―

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
最
高
の
演
技
を

シ
ン
ク
ロ
・
チ
ー
ム
日
本
代
表―

　

本
学
国
際
教
養
学
部
の
吉
田
胡
桃
さ
ん

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

追
手
門
学
院
大
学
の『
思
い
出
』  

が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

追
手
門
学
院
大
学
の『
思
い
出
』  

が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

来
年
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
様
の
中
で
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
「
相
談
窓
口
」
記
載
の
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
奨
励
金
は
、
本
学
学
部
学
生

で
修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
り
教
材
等
を

購
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
を
援
助

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
に
創
設
し

た
も
の
で
、
教
育
後
援
会
給
付
奨
学

生
を
給
付
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
も
春
学
期
十
名
、

秋
学
期
十
名
の
学
生
に
教
材
支
援
奨

励
金
を
給
付
し
ま
し
た

小
学
四
年
生
か
ら
始
め
た
シ
ン
ク
ロ

は
、「
人
生
の
半
分
以
上
を
共
に
し
て

き
た
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」。

シ
ン
ク
ロ
と
出
会
い
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

で
あ
る
前
に
一
人
の
人
間
と
し
て
の
礼

儀
を
学
び
、
自
分
が
演
技
を
楽
し
む
だ

け
で
な
く
、
そ
の
楽
し
さ
を
人
に
伝
え

る
表
現
力
の
大
切
さ
を
知
っ
た
と
話
す

吉
田
さ
ん
。
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
・
チ
ー
ム
で
は
唯
一
大
阪
出
身

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
取
材
に

追
わ
れ
る
中
、
自
然
体
の
笑
顔
で
言
葉

を
選
び
な
が
ら
話
す
姿
に
、
厳
し
さ
や

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
幾
度
も
乗
り
越
え
て

き
た
日
本
代
表
と
し
て
の
意
識
が
感
じ

教
材
支
援
奨
励
金
を
交
付

ら
れ
る
。
五
輪
競
技
の
テ
ー
マ
は
、
テ

ク
ニ
カ
ル
ル
ー
テ
ィ
ン
「
嵐
」、
フ
リ
ー

ル
ー
テ
ィ
ン
「
摩
訶
不
思
議
ワ
ー
ル
ド
」

な
の
だ
そ
う
。
合
宿
を
重
ね
、メ
ン
バ
ー

で
曲
想
を
練
り
上
げ
、
演
技
は
も
ち
ろ

ん
表
情
ま
で
作
り
込
ん
で
き
た
。「
五

輪
で
は
外
国
人
に
負
け
な
い
、
ハ
ッ
キ

リ
と
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
情
や

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
団
結
力
、
水

面
か
ら
飛
び
上
が
っ
た
時
の
高
さ
、

ル
ー
テ
ィ
ン
構
成
も
見
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。
日
本
の
シ
ン
ク
ロ
人
口
を

増
や
す
た
め
に
も
、
上
位
国
と
戦
う
力

を
さ
ら
に
磨
き
、
強
く
な
り
た
い
で
す
」

と
意
気
込
む
。
よ
り
高
く
、
よ
り
美
し

く
。
そ
の
熱
い
思
い
を
共
に
抱
き
、
五

輪
で
の
演
技
を
見
守
り
た
い
。

シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
六
月
号
よ
り
転
載

2012 年度 卒業生保護者の会 役員・委員・幹事・相談役
職 名 氏 名 卒業年（期）
会 長 大　野　　　茂 2011（42）

副 会 長
瀬　川　まさよ 2010（41）
黒　田　洋　好 2010（41）
黒　瀬　有　里 2011（42）

会 計 西　野　敦　子 2010（41）
今　井　多喜子 2010（41）

会計監査 西　脇　和　美 2012（43）
松　本　義　明 2012（43）

委 員

荒　石　美佐子 2011（42）
濱　田　絹　代 2011（42）
岸　本　美代子 2011（42）
山　口　陽　子 2012（43）
丹　羽　美　香 2012（43）
三　浦　佳　代 2012（43）

幹 事

庶務課長　澤 山 裕 治
財務課長　小 板 淳
教務課長　金 沢 良 一
学生課長　平 川 正 人
ｷｬﾘｱ開発課長　吉 井 庄 治

相 談 役

鷲　見　文　子 2003（34）
羽　田　清　彦 1999（30）
能　口　元　良 2007（38）
林　田　隆　行 2010（41）

追
手
門
学
院
大
学
は
、
二
〇
一
六

年
四
月
一
日
で
創
立
五
〇
周
年
を
迎

え
ま
す
。

大
学
で
は
、
こ
れ
を
機
に
、
大
学

創
設
か
ら
五
十
年
の
奇
跡
を
た
ど

り
、
も
う
一
度
大
学
創
設
の
原
点
を

見
直
し
、
更
な
る
五
十
年
に
向
け
て

の
出
発
点
と
す
べ
く
、「
大
学
創
立

五
〇
年
史
並
び
に
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る

大
学
に
関
す
る
貴
重
な
映
像
や
写
真

（
当
時
の
記
念
映
像
〈
八
ミ
リ
、

十
六
ミ
リ
〉
フ
ィ
ル
ム
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
写
真
・
資
料
等
）

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
寄
贈
、
ご

貸
与
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

�

追
手
門
学
院
大
学　

大
学
事
務
部

（
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業

事
務
局
）　

森
・
山
本

〒
五
六
七
―
八
五
〇
二

�

大
阪
府
茨
木
市
西
安
威
二
丁
目
一

番
十
五
号

�

電
話　

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
八
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二
〇
一
二
年
度
「
見
学
並
び
に
懇

親
会
」
を
来
る
十
月
二
十
四
日
（
水
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
相
互
の

見
聞
を
広
め
、
在
学
生
保
護
者
の
教

育
後
援
会
会
員
様
と
共
に
親
睦
を
図

る
目
的
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
京
都
方
面
（
秋
の
大
原
三
千

院
・
東
寺
の
特
別
拝
観
と
京
都
水
族
館

の
見
学
そ
し
て
、K

IT
A

Y
A

M
A

 
M

O
N

O
L
IT

H

で
の
懇
親
会
）
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
二
年
度 

卒
業
生
保
護
者

の
会
「
見
学
並
び
に
懇
親
会
」
を
、

十
二
月
二
十
七
日
（
木
）
に
開
催

い
た
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
梅
田

芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」

と
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
で
の
お
昼
の
懇
親
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
い

た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
、
追
っ
て

詳
細
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

会
員
の
皆
様
か
ら
の
住
所
変
更
の

お
届
け
、
ま
た
、
ご
質
問
、
ご
意
見
、

ご
要
望
等
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を

左
記
の
と
お
り
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
電
話
の
場
合　

大
学
庶
務
課

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
八

・FA
X

の
場
合　

大
学
庶
務
課

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
六
四

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合

会
報
各
ペ
ー
ジ
下
の
ア
ド
レ
ス
に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

�

九
月
八
日
（
土
）
十
三
時

三
十
分

場
所　

�

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
阪
急

十
七
番
街
ビ
ル
）

第
一
部
講
演　

�

既
卒
な
ん
て
怖
く
な
い

（
仮
題
）

講
師　

�

秋
庭　

洋
氏
（
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社〈
い
い
就
職
ド
ッ
ト
・
コ
ム
〉

代
表
）

第
二
部 

サ
テ
ラ
イ
ト
の
活
用
法

�

第
三
部 �

個
別
相
談
会
（
十
五
時

三
十
分
～
）

お
申
し
込
み　

九
月
七
日
ま
で
に
お
電
話
に
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話　

〇
六
・
六
三
五
九
・
二
〇
五
〇

（
月
～
土　

十
時
～
十
八
時
十
五
分
）

事
務
局

　

相
談
窓
口
の
ご
案
内

事
務
局

　

相
談
窓
口
の
ご
案
内

卒
業
生
保
護
者
の
会

「
鑑
賞
会
並
び
に
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

卒
業
生
保
護
者
の
会

「
鑑
賞
会
並
び
に
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

去
る
、
一
月
二
十
四
日
宝
塚
ホ
テ

ル
に
て
昼
食
会
、
宝
塚
歌
劇
団
の
観

劇
を
七
十
八
名
の
会
員
様
の
参
加
と

共
に
一
日
楽
し
い
集
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
観
劇
を
楽
し
み
に
豪

華
な
食
事
と
お
洒
落
な
デ
ザ
ー
ト
、

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
を
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
忘

れ
て
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
ホ
テ
ル
で
の
食
事
は
、
と

て
も
優
雅
に
時
が
過
ぎ
て
行
く
の
で

す
ね
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
も
楽
し
そ
う

な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
下
さ
っ
て

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
大
移
動
。
風
は
冷
た
く
て
も
劇
場

ま
で
の
足
取
り
が
、
軽
く
感
じ
た
の

は
私
だ
け
で
は
、な
い
と
思
い
ま
す
。

公
演
は
、
ロ
シ
ア
の
文
豪
ト
ル

ス
ト
イ
の
「
復
活
」
よ
り｢

恋
が

終
わ
り
愛
が
残
っ
た｣

を
花
組
の

蘭
寿
と
む
と
蘭
乃
は
な
に
よ
る
舞

台
で
、
十
九
世
紀
末
豪
政
ロ
シ
ア
、

青
年
将
校
と
召
使
い
と
の
許
さ
れ

ざ
る
恋
物
語
。
身
分
の
差
ゆ
え
実

ら
な
い
恋
と
複
雑
な
心
情
が
宝
塚

ら
し
く
美
し
く
描
か
れ
心
に
残
り

ま
し
た
。
休
憩
後
「
カ
ノ
ン
」
と

題
さ
れ
た
臨
場
感
溢
れ
る
シ
ョ
ー

の
始
ま
り
で
す
。
軽
快
な
リ
ズ
ム
、

歌
と
ダ
ン
ス
は
、
劇
で
は
見
ら
れ

な
い
表
情
が
素
敵
で
、
舞
台
か
ら

降
り
る
場
面
も
有
り
、
通
路
側
の

方
は
、
間
近
で
観
ら
れ
得
し
た
気

分
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
又
宝
塚

宝
塚
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

今
井　

多
喜
子

宝
塚
の
楽
し
い
ひ
と
と
き

今
井　

多
喜
子

教
育
後
援
会
と
の
共
催

「
見
学
並
び
に
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

教
育
後
援
会
と
の
共
催

「
見
学
並
び
に
懇
親
会
」

開
催
の
ご
案
内

卒
業
生
と
保
護
者
の
た
め
の　

就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
演
会

卒
業
生
と
保
護
者
の
た
め
の　

就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
演
会

初
体
験
の
方
も
華
や
か
な
舞
台
は

い
い
ね
と
い
う
お
声
や
、
後
に
復

活
の
本
を
購
入
さ
れ
た
と
い
う
方

も
い
ら
し
た
程
、
と
て
も
感
動
し

た
宝
塚
の
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
理
事
長
様
、
学
長
様
を
は
じ
め

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、

楽
し
く
充
実
し
た
観
劇
会
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
事
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
、
来
年
度
も
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
参
加
を
期
待
し
て
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。


